
　
三
日
月
知
事
は「（
自
公
政
権
下

で
）形
骸
化
し
て
き
て
い
る『
国
と

地
方
の
協
議
の
場
』の
あ
り
方
」、

「
地
域
の
努
力
を
無
視
し
、農
政
の

根
幹
を
揺
る
が
し
、本
県
農
業
に

と
っ
て
は
死
活
問
題
に
な
っ
て
い
る

『
農
地
集
積
』協
力
金
の
配
分
不

足
」「
小
学
1
年
生
の
35
人
学
級
の

廃
止
の
動
き
」な
ど
に
つ
い
て
懸
念

を
示
し
、い
ず
れ
の
課
題
に
対
し
て

も
滋
賀
県
か
ら
国
に
引
き
続
き
訴

え
て
い
く
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
嘉
田
前
知
事
時
代
に
示
さ
れ
た

「
流
域
治
水
」の
考
え
方
に
沿
っ
た

取
り
組
み
を
国
土
交
通
省
も
取
り

上
げ
て
い
る
事
例
の
ほ
か
、大
学・

自
治
体・マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
注
目
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
、ま
た「
広
松
伝

賞（
広
松
伝
さ
ん
は
福
岡
県
の
柳
川

堀
割
を
復
活
再
生
し
た
功
労
者
）」

を
受
賞
し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
、知
事
は「
各
方
面
か
ら
こ

の
滋
賀
方
式
の
治
水
事
業
が
評
価

さ
れ
は
じ
め
て
い
る
」と
の
認
識
を

示
し
ま
し
た
。

　
三
日
月
知
事
は「
創
業
支
援
や

融
資
制
度
の
充
実
」や「
利
用
件
数

が
男
性
の
伸
び
率
を
上
回
っ
た
開

業
資
金
の『
女
性
創
業
枠
』の
実
績

を
踏
ま
え
、若
者
や

女
性
の
創
業・

起
業
支
援
や

融
資
制
度
の

さ
ら
な
る
充

実
を
図
る
」と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、ベ
ト
ナ
ム
や
台
湾
と
の
経

済
関
係
づ
く
り
の
報
告
を
行
い
、水

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を「
琵
琶
湖
モ
デ

ル
」と
し
て
積
極
的
に
進
め
て
い
く

意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

地
方
の
自
主
性
を

阻
害
す
る

国
の
動
き
に
懸
念

各
方
面
か
ら
評
価
さ
れ
る

「
流
域
治
水
」に
自
信

独
自
の

経
済
振
興
策
に
意
欲
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力をひとつに力をひとつに

７
月
の
知
事
選
に
お
い
て

三
日
月
知
事
が
県
民
の
皆

様
と
約
束
さ
れ
た
政
策
提
案
集「
人

と
地
域
が
キ
ラ
リ
と
輝
く
７
つ
の
滋

賀
」が
、新
年
度
の
滋
賀
県
基
本
構

想
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
実
現

す
る
こ
と
と
政
策
チ
ェッ
ク
が
チ
ー
ム

し
が 

県
議
団
の
大
き
な
役
割
で
す
。

滋
賀
県
で
も
人
口
減
少
が
は
じ
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
対
策
や
経
済
雇
用
対
策
、

県
民
の
皆
様
が
安
心・安
全
な
医
療
福
祉
政
策
、

防
災
や
卒
原
発
、そ
し
て
琵
琶
湖
や
自
然
と
共
に

生
き
る
草
の
根
自
治
の
滋
賀
の
発
展
で
す
。

県
議
団
が

目
指
す
も
の
は

県
議
団
の

最
重
要
政
策
は

Ｑ

Ｑ

A

A

代表質問に立つ柴田智恵美議員

　2014年１０月３１日から新しく「チームしが 県議団」を結成いたしました。
「チームしが 県議団」の理念は、「草の根自治の滋賀」を更に発展させること、琵琶湖や自然
と共に生き、すべての人に居場所と出番がある「共生社会・滋賀」を築くこと、滋賀の力を伸
ばして力強く持続的な「経済と雇用の滋賀」をつくることです。
　今後も県民の皆様のご意見を県政へ反映しながら、希望の持てる滋賀県となるよう取り
組んでまいります。

11
月
定
例
会
議

　
12
月
1
日
の
本
会
議
で
チ
ー
ム
し
が 

県
議
団
を
代
表
し
て
柴
田
智

恵
美
政
調
会
長
が「
新
年
度
予
算
編
成
」「
地
方
分
権
の
あ
り
方
」「
医
療

福
祉
」「
県
内
の
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
の
現
状
と
対
策
」「
海
外
戦

略
と
情
報
の
受
発
信
」「
農
地
集
積
」「
流
域
治
水
対
策
の
推
進
」「
教
育
問

題
」の
八
項
目
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
三
日
月
知
事
の
主
な
答
弁
を
紹
介
し
ま
す
。

代表 清水鉄次
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